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出雲県土整備事務所管内の概要

● 出雲県土整備事務所は、県東部に位置し、所管区域
は出雲市一市である。出雲市の面積は６２４㎢で
県土の約１割を、人口は約 １７万２千人（令和７年
３月末）で、人口の約４分の１を占めている。

● 北部には国引き神話で知られる島根半島、中央部に
は出雲平野、南部には中国山地がひろがる。

●「神話の國」として全国に知られ、出雲大社、荒神
谷遺跡、須佐神社などの歴史・文化遺産と日本海、
宍道湖、斐伊川などの豊かな自然に恵まれた地域で
ある。

● 斐伊川と神戸川に育まれた出雲平野は高い農業生産
力を有し、日本海には多くの漁港も存在する。

● ハイテク産業を中心とした企業進出や商業施設の集積が進む山陰有数の商・工業の拠点でも
あり、各産業が調和した地域となっている。

● 環日本海交流の機能を担う出雲縁結び空港、河下港、広域交流を支える山陰自動車道など交
通の拠点にもなっている。

出雲市ホームページを引用
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予算の概要
● 過去５年間の予算【前年度国補正＋当年度当初（国予算＋県単独予算）】の推移と令和７年度事業別内訳

全体概要
○ 令和７年度事務所配分額

８１億円（土木 ６５億円、農林 １７億円） 対前年度比 １. ０８ （土木 １. ０８、農林 １. ０９ ）
○ 令和６年度補正を含めた場合
１２７億円（土木 １００億円、農林 ２７億円） 対前年度比※１. ０９ （土木 １. ０９、農林 １. ０８ ）

※ 対前年度比は令和６年度当初予算及び令和５年度補正予算の合計額との比較

令和７年度事業別内訳
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予算（前年度補正＋当年度当初）
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１ 土石流対策、がけ崩れ対策
・土砂災害警戒区域内の重点対策949箇所のうち、

地域の医療・福祉や避難活動の拠点となる61箇所の対策を
令和11年度までに完了
防災活動の拠点、重要インフラ・ライフライン、一定以上
の保全対象家屋等の対策を推進

２ 地すべり対策
・地すべり防止区域130箇所のうち、現在対策中の12箇所を

令和11年度までに完了（＝全箇所で対策完了）

１ 港湾整備
浜田港以外の本土の港湾

・河下港、江津港、益田港、久手港の４港を重点整備

今後10年間の公共土木事業の実施方針（R3.3 策定 ※R7.3一部改定）

土木部では、令和２年度からの10年間の公共土木事業（道路、河川、砂防、港湾、空港）について、
事業ごとの実施方針及び数値目標を設定し、令和３年３月（令和７年３月一部改訂）に公表しました。

１ 道路建設
ⅰ）骨格幹線道路

・高速道路の整備効果を早期に全県へ波及させるため
未改良区間を、令和11年度までに解消

ⅱ）幹線道路、生活関連道路
・事業中（令和2年度時点）の全ての工区を、令和15年度

までに完成
ⅲ）交通安全事業

・小中学生の通学路や交通事故の危険度が高い箇所など
90箇所を、令和11年度までに対策完了（暫定対策含む）

２ 道路維持
ⅰ）老朽化対策（橋梁、トンネル等）

・早期修繕が必要と診断された施設について、１巡目点検
で判明した施設は令和８年度、２巡目点検で判明した施
設は令和10年度までに対策完了

・橋梁はR８年度から事後保全から予防保全の移行を目標
ⅱ）舗装修繕

・交通量に応じた管理基準（ひび割率など）を定めて修繕
ⅲ）橋梁耐震

・緊急輸送道路上の221橋を、令和11年度までに耐震化
ⅳ）落石対策

・30cm未満の石への対策が必要な2,688箇所を、15年程度
で対策完了（緊急輸送道路上の783箇所を優先）

１ 河川改修
・整備が遅れている県東部市街地（低平地）の浸水対策を

重点的に実施
（特に、国の直轄事業との連携が必要な湯谷川を優先）

２ 河川管理施設の老朽化対策・維持
・排水機場やダムの長寿命化､河川内の樹木伐採や土砂撤去

道 路 事 業 河 川 事 業

港 湾 事 業

砂 防 事 業

＊出雲管内に関する記述を抜粋

＊出雲管内に関する記述を抜粋



令和７年度の整備路線

（主）出雲三刀屋線（上塩冶）

今後10年間の公共土木事業の実施方針
① 道路事業（ 骨格幹線道路 ）

✔ 骨格幹線道路のうち県管理区間（約690km）について、
令和11年度までに、未改良区間（約23km）を解消

✔ 整備目標（骨格幹線道路の整備率）
【R1】96％ ⇒【R6】97％ ⇒【R11】100％

◆ Ｒ７取組ポイント ◆

・15路線30区間を整備
・骨格幹線道路に約61億円を配分

県内の幹線道路図
市 町 村 路 線 工 区
松 江 市 ４３１号 松江北道路
松 江 市 ４３１号 万原
松 江 市 ４３１号 森山西
松 江 市 ４３２号 東岩坂バイパス
松 江 市 松江木次線 東忌部
松 江 市 松江木次線 忌部橋
浜 田 市 １８６号 小国１
浜 田 市 １８６号 小国２
出 雲 市 出雲三刀屋線 上塩冶
出 雲 市 出雲三刀屋線 上島１
出 雲 市 出雲三刀屋線 上島２
益 田 市 ４８８号 澄川
益 田 市 ４８８号 広瀬
大 田 市 大田桜江線 行恒
安 来 市 ４３２号 菅原広瀬ＢＰ２
安 来 市 安来木次線 切川２
安 来 市 安来インター線 島田
江 津 市 ２６１号 桜江２
江 津 市 ２６１号 八神
奥出雲町 ３１４号 細越
奥出雲町 ４３２号 郡
川 本 町 ２６１号 因原
川 本 町 ２６１号 久料谷
川 本 町 川本波多線 川本ＢＰ

川本町〜美郷町 川本波多線 多田〜港
美 郷 町 ３７５号 粕渕
美 郷 町 ３７５号 湯抱２
邑 南 町 ２６１号 臼谷
津和野町 １８７号 左鐙
津和野町 柿木津和野(停)線 笹山２

【R5実績】97%

※



【事業概要】
・出雲三刀屋線は、出雲市大津町から雲南市三刀屋町に至る主要地方道です。
・島根県では骨格幹線道路ネットワークの整備を進めており、その対象路線です。
・上塩冶工区については令和１０年代前期の完了を目標に事業を進めています。

【事業箇所】
出雲市上塩冶町地内

〜出雲市上島町地内

上塩冶工区
上島１・２工区

道路事業（改築系）骨格幹線

主要地方道 出雲三刀屋線

【Ｒ７事業内容】
・切土工、道路盛土工

【写真①】

【写真②】

【期待される整備効果】
・安全で円滑な交通を確保するとともに、出雲圏域と雲南圏域の交流を促進し、

観光振興等の活性化が期待されます。

【位置図・図面】

上島１工区

上塩冶工区 起点付近

上塩冶工区
L=1,140m

上島1・2工区
L=4,800m

全体事業費 ８,６１９百万円
Ｒ６補正予算額 ２１１百万円
Ｒ７当初予算額 ３８１百万円

事業進捗率（令和６年度末時点） ６４％

上塩冶工区、
上島１・２工区
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【事業箇所】
出雲市斐川町直江

〜出雲市斐川町阿宮

武部２工区

道路事業（改築系）生活関連

一般県道 斐川上島線 武部２工区
全体事業費 ７,２００百万円
Ｒ６補正予算額 ２５０百万円
Ｒ７当初予算額 ４６０百万円

【事業概要】
・斐川上島線は、出雲市斐川町直江から出雲市上島町に至る一般県道です。
・武部２工区は、斐川ＩＣから出雲市南部地域、そして雲南地域をトンネル（879ｍ）で結ぶ

2.3kmのバイパスです。
・令和９年度の完了を目標に事業を進めています。

【Ｒ７事業内容】
・橋梁工
・盛土工

【期待される整備効果】
・バイパスができることで広域交通ネットワーク

が強化されます。
・周辺に斐川ＩＣや斐川西工業団地があり、産業

振興や地域振興への寄与が期待されます。

事業進捗率（令和６年度末時点） ８１％

【写真①】 【写真②】

一般県道 斐川上島線 武部２工区 L=2.3km

畑谷川

橋梁
橋梁

現道 山陰自動車道

斐川ＩＣ

現道

トンネル

N
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【位置図・図面】【事業箇所】
出雲市下横町地内

下横工区

道路事業（改築系）生活関連

一般県道 外園高松線 下横工区
全体事業費 １,４６９百万円
Ｒ６補正予算額 ー
Ｒ７当初予算額 ９０百万円

【事業概要】
・外園高松線は、出雲市外園町から出雲市高松町に至る一般県道です。
・下横工区は、出雲農林高校から東のクランクを解消するバイパスを含む約１kmの２車線改良です。
・令和８年度の完了を目標に事業を進めています。

【Ｒ７事業内容】
・舗装工

【写真①：着手前】

【写真②：施工後】

【期待される整備効果】
・バイパスによりクランク部が解消し、車両の円滑な走行と歩行者の安全が格段に向上します。

事業進捗率（令和６年度末時点） ８６％

下横工区
L=940m
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【位置図・図面】【事業箇所】
出雲市佐田町地内

大呂３工区

道路事業（改築系）生活関連

一般県道 三刀屋佐田線 大呂３工区
全体事業費 ４９２百万円
Ｒ６補正予算額 ３５百万円
Ｒ７当初予算額 ー

【事業概要】
・三刀屋佐田線は、雲南市三刀屋町から出雲市佐田町に至る一般県道です。
・大呂３工区は、現道拡幅を目的とした道路改良です。
・令和１０年代前期の完了を目標に事業を進めています。

【Ｒ７事業内容】
・ブロック積工

【写真①】

【期待される整備効果】
・通行車両の安全な離合の確保ができ、集落と郵便局、商店等の生活拠点へのアクセスが

容易になります。

事業進捗率（令和６年度末時点） ５２％
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令和７年度の整備箇所

今後10年間の公共土木事業の実施方針
① 道路事業（ 交通安全事業 ）

◆ Ｒ７取組ポイント ◆
・37路線46箇所を整備
・交通安全要対策工区に約41億円

を配分
（暫定的な安全対策を含む）

✔ 小中学生の通学路の歩道整備箇所や交通事故の危険性が高い箇所
（90箇所） の対策を暫定的な安全対策も含め完了

✔ 整備目標（完了箇所数）
【R2】 0箇所⇒【R6】42箇所⇒【R11】72箇所

【R11】90箇所

＜対策事例＞
○歩道の整備

○歩車共存道の整備 ※一般国道431号（出雲市）

一般国道375号（美郷町）（一）池田中町線（隠岐の島町）

市 町 村 路 線 工 区
松江市 ４３１号 大野２
松江市 ４３２号 大庭バイパス３
松江市 松江鹿島美保関線 北浦
松江市 八重垣神社竹矢線 大庭
浜田市 １８６号 上来原２
浜田市 浜田八重可部線 今市２
浜田市 桜江金城線 市山A
浜田市 一の瀬折居線 室谷
浜田市 美川周布線 穂出
出雲市 ４３１号 国富
出雲市 出雲平田線 西代
出雲市 大社立久恵線 松寄下
出雲市 鰐淵寺線 奥宇賀１
出雲市 多伎江南出雲線 東橋
出雲市 外園高松線 下横
益田市 益田阿武線 須子
益田市 益田港線 中吉田
益田市 野地鎌手停車場線 鎌手
益田市 東仙道津田停車場線 大草２【新規】
益田市 美濃地石見横田停車場線 向横田
大田市 ３７５号 川合
大田市 和江港大田市停車場線 鳥井〜長久
大田市 和江港大田市停車場線 長久
大田市 波根久手線 久手
大田市 池田久手停車場線 小屋原
安来市 安来伯太日南線 吉岡
江津市 川平停車場線 後地
雲南市 松江木次線 新庄
雲南市 安来木次線 真金
雲南市 出雲奥出雲線 坂本
雲南市 掛合大東線 小川
雲南市 掛合大東線 西日登

市 町 村 路 線 工 区
奥出雲町 ３１４号 湯の原
奥出雲町 ４３２号 久比須
奥出雲町 玉湯吾妻山線 大馬木
奥出雲町 玉湯吾妻山線 上三成【新規】
川本町 温泉津川本線 川下
美郷町 ３７５号 長藤
邑南町 甲田作木線 西之原
吉賀町 １８７号 大野原
吉賀町 １８７号 幸地
海士町 海士島線 福井２
海士町 海士島線 中里

隠岐の島町 ４８５号 下西２
隠岐の島町 ４８５号 中町
隠岐の島町 西郷布施線 東郷

【R5実績】32箇所

※



【位置図・図面】

【事業概要】
・国道４３１号は、島根県出雲市から鳥取県米子市に至る一般国道です。
・国富工区は、東林木バイパスの東、美談神社からＪＡ国富支店付近の交差点まで約1.７kmの現道改良

です（一部河川付替 約1.2km）。
・令和１０年代前期の完了を目標に事業を進めています。

【事業箇所】
出雲市国富町地内

〜出雲市美談町地内

国富工区

道路事業（改築系）交通安全

一般国道 ４３１号 国富工区
全体事業費 ２,４１２百万円
Ｒ６補正予算額 ー
Ｒ７当初予算額 １００百万円

【Ｒ７事業内容】
・河川付替工
・舗装工

【写真：着手前】

【写真①】

【期待される整備効果】
・歩道整備が目的ですが、併せて正規の車道幅員に拡幅します。
・車両の円滑な走行と歩行者の安全が格段に向上します。

事業進捗率（令和６年度末時点） ７５％
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【事業箇所】
出雲市西代町地内

西代工区

道路事業（改築系）交通安全

一般県道 出雲平田線 西代工区
全体事業費 １,０５１百万円
Ｒ６補正予算額 ー
Ｒ７当初予算額 ７４百万円

【事業概要】
・出雲平田線は、出雲市大津町から出雲市平田町に至る一般県道です。
・西代工区は、歩道の無い県道十六島直江停車場線の交差点から一畑電車の古土手県道踏切付近までの

600m間について歩道を整備しています。
・令和８年度の完了を目標に事業を進めています。

【Ｒ７事業内容】
・舗装工
・踏切改良工

【写真①】

【写真②：供用区間】

【期待される整備効果】
・通学路における歩行者の歩行空間の確保および安全性が格段に向上します。

事業進捗率（令和６年度末時点） ７９％

西 代 工 区 L=600m

R6〜R7
踏切改良

②

①
【R4】

供用開始
L=280m

R6〜7
舗装工事
L=220m

至 斐川

至 松江
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橋梁耐震対策の施工例

今後10年間の公共土木事業の実施方針
② 道路事業（ 橋梁耐震 ）

✔ 緊急輸送道路上にある、平成7年度以前の耐震基準で建設
された、長さ15m以上かつ複数径間の橋梁の耐震化を図る
（221橋）

✔ 松江市街地の新大橋と鍛冶橋は街路事業により架替え
✔ 整備目標（緊急輸送道路にある221橋の対策完了率）

【R1】67％⇒【R6】85％⇒【R11】100％

◆ Ｒ7取組ポイント ◆
・緊急輸送道路にある20橋で、橋梁耐震対策

を実施
・橋梁耐震対策に道路維持予算の10％を配分

（配分額：約15億円）R6補正含む

対策橋梁数（緊急輸送道路上）

県土整備
事務所

対象
橋梁数

対策完了
（R6末時点）

R7対策
橋梁数

（設計等含む）

松 江 33 26 2

雲 南 46 36 5

出 雲 30 20 1

県 央 28 23 1

浜 田 22 20 2

益 田 46 38 5

隠 岐 16 12 4

計 221 175 20 落橋防止構造

水平力分担構造

既設橋梁対応

(都)松江熊野線
鍛冶橋の架替え
（街路事業）

架替えによる対応



【事業箇所】
出雲市西代町地内
〜出雲市斐川町原鹿地内

西代橋

道路事業（補修系）橋梁耐震

一般県道 十六島直江停車場線 西代橋
全体事業費 １,９４４百万円
Ｒ６補正予算額 ー
Ｒ７当初予算額 １２９百万円

【事業概要】
・十六島直江停車場線は、出雲市十六島町から出雲市斐川町直江に至る一般県道です。
・西代橋の橋梁耐震は、大規模地震時における倒壊や落橋を防止することを目的としています。
・令和８年度の完了を目標に事業を進めています。

【Ｒ７事業内容】
・支承取替工
・落橋防止装置工

【写真：着手前】

【写真：竣工後】

【期待される整備効果】
・地震時における倒壊や落橋を防止し、橋梁としての機能確保が期待され

ます。
・第一次緊急輸送道路の機能が確保されます。

事業進捗率（令和６年度末時点） ８９％

【位置図・図面】
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早期に措置すべき施設の例

橋梁（橋脚ひび割れ）

今後10年間の公共土木事業の実施方針
② 道路事業（ 老朽化対策 ）

✔整備目標
H26〜30年度の点検で健全性Ⅲとされた施設の対策完了率

【R1】27％⇒【R5】91%⇒【R8】100%
R1〜5年度の点検で健全性Ⅲとされた施設の対策完了率

【R5】45%⇒【R10】100%
✔橋梁については、令和８年度から現在の事後保全型から予防保全型

対応に移行し、中長期的なトータルコスト縮減を目標

◆ Ｒ7取組ポイント ◆
・橋梁 34施設、トンネル12施設、

道路附属物等 2施設で、老朽化対策を実施
・老朽化対策に道路維持予算の 14％を配分

（配分額：約22億円） R6補正含む

橋梁（橋桁の腐食）

県管理道路施設の状況

トンネル（漏水）トンネル（ひび割れ）

対策施設数（令和７年度）
県土整備
事務所 橋梁 トンネル 道路附属

物等 計
松江 5 2 1 8
雲南 7 3 1 11
出雲 9 2 - 11
県央 6 1 - 7
浜田 3 - - 3
益田 4 2 - 6
隠岐 - 2 - 2
計 34 12 2 48

道路施設 施設数
令和６年度末

１巡目点検（H26〜H30） ２巡目点検（R1〜R5）
修繕必要数 対策完了数 完了率 修繕必要数 対策完了数 完了率

橋梁 2,769 214 196 92% 199 115 58%
トンネル 199 75 75 100% 82 57 70%

道路附属物等 99 28 27 96% 15 12 80%
合計 3,067 317 298 94% 296 184 62%



【事業箇所】
出雲市西代町地内
〜出雲市斐川町原鹿地内

西代橋

道路事業（補修系）橋梁修繕

一般県道 十六島直江停車場線 西代橋
全体事業費 ８９０百万円
Ｒ６補正予算額 ー
Ｒ７当初予算額 １０８百万円

【事業概要】
・十六島直江停車場線は、出雲市十六島町から出雲市斐川町直江に至る一般県道です。
・西代橋の橋梁修繕では、上部構造（鋼部材）の腐食対策を行うことで長寿命化するとともに、第一次

緊急輸送道路として一定量の大型車交通を想定した荷重対策を併せて行うこととしています。
・令和１１年度の完了を目標に事業を進めています。

【Ｒ７事業内容】
・塗替塗装工
・主桁補強工

【写真：着手前】

【写真】

【期待される整備効果】
・橋梁補修及び補強を行うことで橋梁主構造を長寿命化させるとともに、大型

車を含めた重交通の載荷重に対する強度が確保されます。
・第一次緊急輸送道路が確保されます。

事業進捗率（令和６年度末時点） １５％

【位置図・図面】

鋼部材の腐食等 17



【位置図・図面】【事業箇所】
出雲市島村町地内

〜出雲市灘分町地内

灘橋

道路事業（補修系）橋梁修繕

主要地方道 斐川一畑大社線 灘橋
全体事業費 ４１０百万円
Ｒ６補正予算額 ー
Ｒ７当初予算額 １４０百万円

【事業概要】
・斐川一畑大社線は、出雲市斐川町から出雲市大社町に至る主要地方道です。
・灘橋の橋梁修繕は、主桁・横桁の塗替塗装・部材補修を行うことで橋梁主構造を長寿命化することを目的

としています。
・令和８年度の完了を目標に事業を進めています。

【Ｒ７事業内容】
・塗替塗装工
・部材補修工

【期待される整備効果】
・橋梁修繕を行うことで橋梁主構造を長寿命化させ、一般交通の安全な通行が確保されます。
・第一次緊急輸送道路の機能が確保されます。

事業進捗率（令和６年度末時点） １２％

【位置図】

施工位置

【写真①】

【主桁・横桁の腐食状況】 【主桁の腐食状況】 【横桁の腐食状況】
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落石対策の施工例

今後10年間の公共土木事業の実施方針
① 道路事業（ 落石対策 ）

✔ 第１段階として、落石頻度の高い30cm未満の石を対象
とした対策（2,688箇所）を、令和２年度から
概ね15年間で実施
⇒ 緊急輸送道路にある783箇所を優先的に対策

✔ その後、第２段階として、発生頻度が稀な石を対策
✔ 整備目標（緊急輸送道路にある783箇所の第１段階の対策完了率）

【R1】6％⇒【R6】49％⇒【R11】100％

◆ Ｒ7取組ポイント ◆
・緊急輸送道路にある130箇所で、落石対策

を実施
・落石対策に道路維持予算の19％を配分

（配分額：約30億円）R6補正含む

対策箇所数（緊急輸送道路上・第１段階）
第１段階施工

落石防護網 落石防護柵

簡易防護柵落石防護網 ロックキーパー

ロープ伏工

県土整備
事務所

要対策
箇所数

対策完了
（R6末時点）

R7対策
箇所数

（設計等含む）

松 江 70 30 15

雲 南 93 30 15

出 雲 25 8 17

県 央 178 90 31

浜 田 122 83 12

益 田 187 56 19

隠 岐 108 25 21

計 783 322 130

第２段階施工



道路事業（補修系）災害防除

落石対策（段階施工）

【孤立対策】
大社日御碕線R6.7崩落箇所より日御碕側の３カ所、
鰐淵寺線別所地区の迂回路のない区間４カ所に
ついて、災害時の孤立を防止するための対策工事
（落石危険箇所の解消）に向けた測量設計に着手

20

【事業概要】
・道路防災点検（Ｈ２８〜Ｒ１）で選定した要対策箇所（出雲県土整備事務所管内に３５８箇所）のうち、

第一段階として落石頻度の高い３０cm未満の石を対象に、令和２年度から概ね１５年間を目途に対策
していきます。緊急輸送道路を優先しつつ、その他の路線も並行して整備します。（対象２１７箇所）

【Ｒ７事業内容】
・落石対策工

【期待される整備効果】
・一般交通の安全な通行

が確保されます。

＜国道１８４号 佐田町高津屋＞ ＜湖陵掛合線 湖陵町畑村＞

落石防護柵（杭式） 落石防護柵

＜斐川一畑大社線 小津町＞

ポケット式ロックネット

Ｒ６補正予算額 １６８百万円
Ｒ７当初予算額 １４０百万円



今後10年間の公共土木事業の実施方針
③ 河川事業

✔ 近年発生した災害への対応と県東部市街地の浸水対策
に、河川改修系予算の８割を投入

✔ 整備目標
○近年発生した災害への対応

【R6まで】2河川完成 ⇒【R11まで】９河川完成
○東部市街地の浸水対策（保全される人家の割合）

【R2】43％ ⇒ 【R7】50％ ⇒ 【R12】56％
✔波積ダム（R6年度完成）、矢原川ダム（R10年代中期

完成）の建設を推進

◆ Ｒ７取組ポイント ◆
・22河川、1ダムで整備を実施
・H30.7月、R2.7月、R3.8月と立て続けに被災した

矢谷川、八戸川流域など江の川支川を最優先で
整備

・中川、湯谷川など整備の遅れている県東部市街地
の浸水対策を重点的に実施

令和７年度の整備箇所
施工位置 事業概要 備　　考

①
八戸川 流域
(八戸川、枕の滝川、
宮の谷川、日和川)

江津市桜江町 築堤、樋門本体工 令和11年度までに完成

② 玉川 江津市桜江町 護岸工 令和11年度までに完成

③ 都治川 江津市松川町 詳細設計、用地測量

④ 東川 江津市浅利町 護岸工 令和７年度完成予定

⑤ 尻無川 邑智郡美郷町 護岸工 令和４年度完成

⑥ 矢谷川 邑智郡川本町 盛土工、物件移転 令和11年度までに完成

⑦ 蛇喰川 安来市伯太町 仮設工 令和11年度までに完成

⑧ 田頼川 、津田平 川 安来市上坂田町 詳細設計

⑨ 津和野 川 鹿足郡津和野町 河道掘削、護岸工

⑩ 四十間 堀川 松江市中原町 放水路整備

⑪ 中川 松江市春日町 橋梁工、護岸工、用地買収

⑫ 佐陀川 松江市鹿島町 護岸工

⑬ 忌部川 松江市乃白町 護岸工 令和９年度までに完成

⑭ 木戸川 安来市安来町 護岸工

⑮ 平田船 川 出雲市西郷町 河道掘削、物件補償

⑯ 湯谷川 出雲市平田町 河道掘削、橋梁工、用地補償

⑰ 高瀬川 出雲市斐川町 護岸工

⑱ 十四間 川 出雲市斐川町 護岸工

⑲ 新内藤 川 出雲市松寄下町 河道掘削

⑳ 赤川 出雲市松寄下町 河道掘削

㉑ 塩冶赤 川 出雲市古志町 河道掘削 令和７年度完成予定

㉒ 午頭川 出雲市長浜町 橋梁工

㉓ 十間川 出雲市神西沖町 護岸工

㉔ 波積ダ ム 江津市波積町 ダム本体工、管理施設整備 令和６年度完成

㉕ 矢原川 ダム 浜田市三隅町 用地補償、付替道路工 令和10年代中期完成

ダ
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河川事業

斐伊川水系 平田船川（河川改修事業）
全体事業費 ２,３６８百万円
Ｒ６補正予算額 ２００百万円
Ｒ７当初予算額 ６０百万円

【事業概要】
・平田船川は出雲平野北東部に位置し、平田市街地を流れ宍道湖に注ぐ河川で、平成9年7月の洪水により

甚大な被害が発生しました。
・令和７年度は、引き続き徳雲寺橋の架替工事を推進します。
・令和一桁代後期の完了を目標に事業を進めています。

【Ｒ７事業内容】
・橋梁架替工

【期待される整備効果】
・平成９年７月と同程度の降雨による洪水に対して、河川改修
（河川拡幅と河床掘削）により、家屋等浸水被害の発生を防ぎ

ます。

事業進捗率（令和６年度末時点） ４０％

【事業箇所】
出雲市西郷町地内

平田船川

22

河川改修事業 Ｌ＝８００ｍ

出典：国土地理院

小学校

平田船川→

徳雲寺橋
N

【写真①】



【事業箇所】
出雲市平田町地内

河川事業

斐伊川水系 湯谷川（大規模特定河川事業）
全体事業費 ５,０８０百万円
Ｒ６補正予算額 ２５０百万円
Ｒ７当初予算額 ４２２百万円

【事業概要】
・湯谷川は、一級河川 斐伊川水系平田船川の支川です。出雲市内の住宅密集地（旧平田市街）を流れており、

平成9年7月の洪水により、浸水面積400ha、床上浸水6戸、床下浸水156戸という甚大な被害が発生しました。
・昨年度は、湯谷川の河道掘削工、京塚橋の架替工を行いました。
・令和７年度は、引き続き用地買収・建物移転や京塚橋の架替工事を推進します。
・令和一桁代後期の完了を目標に事業を進めています。

【Ｒ７事業内容】
・用地取得
・橋梁架替工
・河道掘削工

【期待される整備効果】
・平成９年７月と同程度の降雨による洪水に対

して、河川改修（河川拡幅と河床掘削）によ
り、家屋等浸水被害の発生を防ぎます。

湯谷川

H9洪水時の状況

築堤

河道掘削

計画高水位

4.4m

18.7m

築堤

事業進捗率（令和６年度末時点） ６７％

斐伊川

平田船川

湯谷川

宍道湖

国道431号
島根県立平田高校

大規模特定河川改修事業（補助事業）区間
L=800ｍ至 出雲

至 松江

京塚橋

出典：国土地理院撮影の空中写真（2004年撮影）

湯谷橋
湯谷川
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【事業箇所】
出雲市斐川町地内

河川事業

斐伊川水系 高瀬川（河川改修事業）
全体事業費 ３,２３０百万円
Ｒ６補正予算額 ２３０百万円
Ｒ７当初予算額 ー

【事業概要】
・高瀬川は、五右衛門川の支流で、河積が狭いうえ、地盤高が低く、河川勾配も緩やかで、洪水時には自然

排水が困難となることから、洪水被害の防止を目的とした河川改修を行っています。
・令和７年度は、橋梁工事と護岸工事を推進します。

【Ｒ７事業内容】
・橋梁工
・護岸工

【期待される整備効果】
・降雨による洪水に対して、河川改修（河川拡幅

と河床掘削）により、家屋等浸水被害の発生を
防ぎます。

事業進捗率（令和６年度末時点） ７８％

高瀬川

宍道湖N

凡 例

改修済区間

未改修区間

想定氾濫区域地理院地図

出雲空港

斐川支所

斐川東中学校

荘原小学校
荘原駅

【写真①】

R3氾濫状況 24



浜山中学校

八幡橋 寺田橋

南浜橋

浜橋

井原橋
井原上橋

浜松橋
東浜橋

島田橋

長島橋

井原下橋

矢野西橋出典：国土地理院

河川改修事業 Ｌ＝１，２５０ｍ

河道掘削工

河川事業

新内藤川水系 新内藤川（河川改修事業）
全体事業費 ２,４７５百万円
Ｒ６補正予算額 ３５０百万円
Ｒ７当初予算額 ー

【事業概要】
・新内藤川は、出雲平野の農業用排水路として整備された人工河川で、出雲平野のほぼ中心を流れており、

昭和47年7月をはじめとした大雨により、浸水被害が頻発してきました。
・令和７年度は、引き続き浜橋から東浜橋までの河道掘削工を推進します。
・令和一桁代後期の完了を目標に事業を進めています。

【Ｒ７事業内容】
・河道掘削工

【期待される整備効果】
・昭和47年7月と同規模の降雨による洪水に対して、河川改修（河川掘

削）により、家屋等浸水被害の発生を防ぎます。

事業進捗率（令和６年度末時点） ４４％

【事業箇所】
出雲市松寄下町

〜大津町地内

新内藤川

25
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【事業箇所】
出雲市内一円

河川事業

総合流域防災事業 Ｒ６補正予算額 １２２百万円
Ｒ７当初予算額 ー

【事業概要】
・流下能力の拡大と治水安全度の向上を図るため、河川内で流水を阻害している

樹木の伐採、堆積土砂の掘削を行っています。
・令和７年度も引き続き河道掘削工事を進めていきます。

【Ｒ７事業内容】
・掘削工

【期待される整備効果】
・降雨による洪水に対して、河道掘削により、家屋等浸水被害の発生を防ぎます。

県管理河川

【Ｒ６施工前：宇那手川】

【Ｒ６施工後：宇那手川】
R5神戸川

←R6宇那手川

←R6小野川

R6九景川→

R6平田船川･金山川→

R6新川→

R5唐川川･鰐淵寺川→

←R5新建川･羽根川

26
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今後10年間の公共土木事業の実施方針
④ 砂防事業

✔ 整備目標【土石流対策・がけ崩れ対策】
重点対策として、令和11年度までに医療・福祉と避難活動の拠点61箇所（R2時点
未対策）の対策を完了《医療・福祉(62)と避難活動(81)の拠点・計143箇所の整備率》

【R1】57％⇒【R6】73％⇒【R11】100％ ※R6実績 74％
防災活動の拠点、重要ｲﾝﾌﾗ･ﾗｲﾌﾗｲﾝ、一定以上の保全対象家屋等73箇所の対策を推進
【R2】24箇所⇒【R6】35箇所⇒【R11】73箇所 ※R6実績 36箇所

✔ 整備目標【地すべり対策】
地すべり防止区域130箇所（R2時点・対策12箇所）の整備率

【R1】91％⇒【R6】98％⇒【R11】100％ ※ R6実績 94％

◆ R7取組ポイント ◆
・土石流対策 32箇所、

がけ崩れ対策 20箇所、
地すべり対策 8箇所で重点対策を実施

・重点対策箇所に砂防予算の
70％を配分（配分額：約14億円）

・完了予定 8箇所
（避難活動の拠点 6箇所）
（一定以上の保全対象家屋 2箇所）

重点対策箇所数（R2〜R11）

渓流保全工

擁壁工砂防堰堤工

土石流対策 がけ崩れ対策

法枠工

アンカー工

杭 工

地すべり対策事業種別 重点対策
箇所数

対策完了
(R6末時点)

R7対策
箇所数

土石流対策 44 16 18
がけ崩れ対策 17 8 3

計 61 24 21

医療・福祉の拠点、避難活動の拠点の整備（61箇所）

防災活動の拠点、重要インフラ・ライフライン等の対策推進

事業種別 着手目標
箇所数

着手済
(R6末時点)

R7対策
箇所数

土石流対策 39 14 14
がけ崩れ対策 34 22 17

計 73 36 31
地すべり対策箇所の整備

対策箇所数 対策完了
(R6末時点)

R7対策
箇所数

12 4 8

対策の施工例



【位置図】【事業箇所】
出雲市東林木町地内

全体事業費 １,２５８百万円
Ｒ６補正予算額 ３０百万円
Ｒ７当初予算額 ８４百万円

【事業概要】
・湯屋谷川は、土砂災害を及ぼす恐れのある地区であるため、渓流保全に寄与する施設の整備を実施して

います。
・令和７年度の完了を目標に事業を進めています。

【Ｒ７事業内容】
・砂防堰堤工
・付替道路工

【期待される整備効果】
・砂防ダム新設・堆積土砂撤去により、地域の安全・安心度の向上が期待されます。

砂防事業

湯屋谷川 事業間連携砂防等事業（砂防）

湯屋谷川

整備中の1号堰堤
上流の3号えん堤（Ｈ22年）完成

事業進捗率（令和６年度末時点） ９７％
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【位置図・図面】【事業箇所】
出雲市佐田町一窪田

全体事業費 ３４５百万円
Ｒ６補正予算額 ７５百万円
Ｒ７当初予算額 ５１百万円

【事業概要】
・清水谷川は、土砂災害を及ぼす恐れのある地区であるため、渓流保全に寄与する施設の整備を実施して

います。
・令和９年度の完了を目標に事業を進めています。

【Ｒ７事業内容】
・砂防堰堤工

【期待される整備効果】
・砂防堰堤新設により、地域の安全・安心度の向上が期待されます。

砂防事業

清水谷川 事業間連携砂防等事業（砂防）

事業進捗率（令和６年度末時点） ４０％

【写真①】

【写真②】清水谷川
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【位置図・図面】【事業箇所】
出雲市大社町鷺浦

全体事業費 ３５５百万円
Ｒ６補正予算額 ２０百万円
Ｒ７当初予算額 ５０百万円

【事業概要】
・以下谷川は、土砂災害を及ぼす恐れのある地区であるため、渓流保全に寄与する施設の整備を実施して

います。
・令和一桁代後期の完了を目標に事業を進めています。

【Ｒ７事業内容】
・付替道路工

【期待される整備効果】
・渓流保全により、地域の安全・安心度の向上が期待されます。

砂防事業

以下谷川 事業間連携砂防等事業（砂防）
事業進捗率（令和６年度末時点） ７５％

【写真①：堰堤計画位置】

【写真②】以下谷川

土砂災害警戒区域（土石流）

日本海

①
②
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【事業箇所】
出雲市美野町

全体事業費 ８２５百万円
Ｒ６補正予算額 １０百万円
Ｒ７当初予算額 １００百万円

【事業概要】
・大谷地区は、公共施設や人家に被害を及ぼす恐れのある地すべり地区であるため、地すべり防止施設の

整備を実施しています。
・令和一桁代後期の完了を目標に事業を進めています。

【Ｒ７事業内容】
・用地測量
・抑止杭工

【期待される整備効果】
・避難活動拠点、国道、人家等の保全により、地域の安全・安心度の向上

が期待されます。

砂防事業

大谷地区 事業間連携砂防等事業（地すべり）

【位置図・図面】
【写真①】

【写真②】大谷地区

事業進捗率（令和６年度末時点） ６９％
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【位置図・図面】【事業箇所】
出雲市大社町遙堪地内

砂防事業（補修系）

石臼地区 砂防メンテナンス事業
全体事業費 ５０百万円
Ｒ６補正予算額 １６百万円
Ｒ７当初予算額 ー

【事業概要】
・石臼地区は、経年により大木化草木類を有する枠内植生

工を有する法枠工について、長寿命化の観点からモルタ
ル吹付への改修等を行います。

・令和７年度の完了を目標に事業を進めています。

【Ｒ７事業内容】
・枠内モルタル吹付工

【期待される整備効果】
・人家等の背後にある砂防施設の適正な施設維持を行い、地域の安全・安心度の向上が期待されます。

事業進捗率（令和６年度末時点） ６８％

石臼地区
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【写真②完成】



今後10年間の公共土木事業の実施方針
⑤ 港湾事業

◆ Ｒ７取組ポイント ◆
・港湾施設整備は、

浜田港：臨港道路の工事推進
河下港：岸壁の工事推進
来居港：臨港道路の工事推進
その他：西郷港など４港で施設整備を推進

・海岸侵食対策は、三隅港海岸で実施

✔ 港湾は、浜田港と重点整備７港湾で優先的に施設整備
整備目標（整備完了する港湾の施設数）
【R2〜R6】４港湾４施設、【R7〜R11】６港湾６施設

✔ 港湾海岸は、侵食対策中の施設を優先的に整備
整備目標（侵食対策完了する港湾海岸の施設数）
【R2〜R6】１海岸１施設、【R7〜R11】１海岸１施設

港湾の分類
今後10年間で重点整備を進める施設

地区名
Ｒ７

事業概要
備考

臨港道路
（福井・長浜線）

福井 上屋（荷捌き倉庫） 1棟 − 令和４年度完成
沖防波堤 310m ー 令和５年度完成
岸壁（水深7.5m） 140m 工事推進 令和10年度迄に完成

久手港 久手 防砂堤 110m 工事推進 令和11年度迄に完成
江津港 郷田 導流堤 830m 工事推進 令和11年度迄に完成
益田港 高津 防波堤 807m 工事推進 −

岸壁（水深5.5m） 160m
埠頭用地 0.4ha
岸壁（水深5.5m） 110m
埠頭用地 0.3ha
防波堤改良 130m − 令和６年度完成
臨港道路耐震化
（知夫里大橋）
離岸堤（潜堤） 2基
養浜 16,000㎥

益田港海岸 高津 養浜 85,000㎥ − 令和４年度完成

工事推進 令和11年度迄に完成

− 令和６年度完成

重
点
整
備
港
湾

来居港 来居
180m 工事推進 令和10年度迄に完成

工事推進 令和11年度迄に完成※

西郷港 小田 工事推進 令和11年度迄に完成

施設名

港
湾
海
岸

浜田港

港名

福井･長浜 900m

別府港 十景

三隅港海岸 湊浦

河下港 垂水

※今年度、再評価委員会に諮る予定



【事業箇所】
出雲市河下町

河下港

港湾事業

河下港 港湾機能の拡充（沖防波堤・岸壁整備事業）
か わ し も こ う

【事業概要】
・河下港は、平成12年に「特定地域振興重要港湾」に位置付けられ、県東部地区における主要な物流拠点港

として発展してきました。
・荒天時でも安全な荷役作業ができるように沖防波堤を整備すること及び、増加する貨物に対応できるように

新たな岸壁を整備することにより、港湾機能を拡充します。

【Ｒ７事業内容】
・本体工（L型ブロック）

【期待される整備効果】
・防波堤整備により港内静穏度が向上することで、年間を通じた荷役作業が可能となり、安定した物流

ネットワークの構築が期待されます。
・岸壁の整備により、船舶の大型化に対応することが可能となり、貨物輸送の効率化が期待されます。

事業進捗率（R６末時点） ７７％

垂水地区における荷役状況

沖防波堤L=310m（R5.7に完成）

全体事業費 ８,４４１百万円
Ｒ６補正予算額 ー
Ｒ７当初予算額 ３００百万円
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【事業箇所】
出雲市小津町地内

河下港

港湾事業（補修系）

河下港 港湾メンテナンス補助事業

【Ｒ７事業内容】
・消波ブロック据付

【写真①】

【事業概要】
・河下港は、平成１２年に「特定地域振興重要港湾」に位置付けられ、県東部地区における主要な物流拠点

港として発展してきました。
・LPGの搬入や石材の搬出を行う小津地区では、施設の損傷や消波工の沈下が著しいことから、施設の補修

を行い長寿命化を図ります。

。

事業進捗率（令和６年度末時点） ２４％

全体事業費 ４８３百万円
Ｒ６補正予算額 ９０百万円
Ｒ７当初予算額 ー

【期待される整備効果】
・老朽化した施設の長寿命化並びに荷役作業の利便性向上、背後地への越波の減少などの効果が期待

されます。

小津地区消波工沈下状況
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都市計画事業（街路）

神門通り線 ２工区（一般県道 斐川出雲大社線）
全体事業費 ４,３００百万円
Ｒ６補正予算額 ２７３百万円
Ｒ７当初予算額 ７３３百万円

【期待される整備効果】
・完成すると新宇迦橋から勢溜まで

の直線道路が全て石畳となります。

【事業概要】
・出雲大社の参詣道である神門通り線は、平成２５年の大遷宮を契機に地元住民や出雲市、島根県が一体と

なって沿道の町並みづくりに取り組み、歩車共存道路として平成２８年に１工区が完成し、引き続き２工
区を施工中です。

・宇迦橋架け替えを令和７年度中に行い、令和９年度の完了を目標に事業を進めています。

【事業箇所】
出雲市大社町地内

【Ｒ７事業内容】
・橋梁高欄工
・石畳舗装工

神門通り線

事業進捗率（令和６年度末時点） ６８％

36【R6.12撮影】

宇迦橋完成イメージ



【期待される整備効果】
・陸上競技場や野球場の施設整備をすることで選手や子どもたちの競技力向上・レベルアップに寄与。

【事業概要】
・令和１２年に開催される｢かみあり国スポ｣に向け、県立浜山公園の整備を実施します。
・今年度は、陸上競技場照明新設、野球場外野拡張、野球場内野スタンド改修を行います。

県立浜山公園（国民スポーツ大会に向けた整備）
全体事業費 ※ ２,８９６百万円
Ｒ６補正予算額 −
Ｒ７予算額 ８４８百万円

【事業箇所】
出雲市浜町〜大社町北荒木地内

【Ｒ７事業内容】
・陸上競技場照明新設
・野球場外野拡張
・野球場内野スタンド整備

はまちょう たいしゃちょう き た あ ら き

は ま や ま

浜山公園

■陸上競技場照明新設

■野球場外野拡張

■野球場内野スタンド整備

事業進捗率（令和６年度末時点） １５％

※詳細設計実施施設
（陸上競技場照明施
設、野球場改修）に
かかる事業費です。
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【事業概要】
・令和６年７月９日の大雨により発生した道路崩落への対応ついては、仮設道路の整備を段階的に進め、

１２月２４日からは大型車を含む全ての一般車両の通行が可能となりました。
・本復旧については、令和８年度中の完成を目指して、現在工事を進めています。

主要地方道 大社日御碕線の災害復旧

【被災箇所】
出雲市大社町日御碕地内

被災箇所

【Ｒ７事業内容】
・垂直擁壁、盛土

現道上部斜面

現道部

現道下部斜面

被災状況写真

復旧工法イメージ図



出雲市街地緊急浸水対策（令和６年７月大雨対応）
Ｒ７事業費 ９０百万円

※県事業のみ（Ｒ６補正予算含む）

【事業概要】
・令和６年７月９日、出雲観測所において、観測史上１位となる

１２時間雨量２１１.５ｍｍを観測しました。
・これにより、出雲市街地（今市町・塩冶町ほか）では多くの家屋浸水被害が

発生したことから、浸水被害軽減のため、出雲市と連携し、
令和７年度から令和９年度までの３か年で緊急対策を実施します。

【緊急浸水対策の具体例】

出雲市浸水状況（塩冶町付近）

川からあふれさせない取組
新内藤川 暫定掘削（県）

平水位まで暫定的に掘削し水位を低減

溜まった水を吐き出す取組
出雲市今市町外 小型ポンプ設置（市）

排水マンホールポンプを設置し、
排水能力を増加

落井手川外 排水路改良（市）
排水路の幅や高さを大きくし、流れる量を増加

施工イメージ写真

平水位 平水位まで
暫定的に掘削

（平水位）

提体提体
（対策後約20㎝低下）

暫定掘削

本改修

暫定掘削

本改修

（洪水時）

施工前の断面 施工後施工前

ポンプからの
排水管



島根県 農林水産 基本計画[第２期]令和7年度（2025）− 令和11年度（2029）

島根県農林水産部では、「将来にわたり持続可能な農林水産業・農産漁村の実現」を基本理念とし、将来ビ
ジョン及び計画期間の目標（５年後の目指す姿）を明確化するとともに、全ての重点推進事項に数値目標を設
定し、達成のためにやるべきことを明記しました。

基盤整備の推進

森林の保全

【ポイント】
○水田農業の生産性・収益性の向上や中核的な担い手への農地集積・集約化の促進、

担い手の確保・育成を進めるため、地域の実情に応じ、ほ場整備や農業水利施設
整備等の基盤整備を計画的に進める

【取組の概要】
（１）収益性の高い水田農業を展開するための大規模ほ場整備

ほ場整備事業による農地の大区画化や排水改良、水田の汎用化等の取組を重点
的に推進

①水田園芸の導入・拡大
安定した品質や収量を確保できる園芸に適したほ場の整備を進める

②担い手への農地集積と生産コストの削減
基盤整備の実施は、地域農業の将来を考える上で大きな契機となる。水稲や園芸

作物等の生産コスト低減のため、農地の大区画化や水管理の省力化等の基盤整備に
取り組む
（２）地域農業を維持するためのきめ細かな基盤整備

中山間地域等の生産条件が不利な農地では受け手の確保が困難で、地域の実情
に応じたきめ細かな基盤整備の取組に合わせ、地元負担額を県事業により軽減

（３）中山間地域の農作業等の省力化に対応する基盤整備
①畦畔除草の省力化

ほ場整備に合わせ、除草作業の機械化・省力化を見据えた畦畔等の整備（幅拡畦
畔、法面の緩勾配化等）を進める。
②水管理や施設管理の省力化・ＩＣＴ化

開水路のパイプライン化、自動給排水栓などのスマート農業技術の導入を推進
（４）気候変動に対応した農業水利施設の整備

浸水対策を考慮した排水機場の整備、効果的な灌水を可能にする自動給水栓や
地下かんがいシステムの整備。遠隔操作システムの導入、施設の集約化・再編。

【ポイント】
○事実上森林として機能が低下した荒廃森

林や異常気象による林地崩壊により健全
な森林が失われており、こうした森林を
守り、再生するため治山事業などによる
森林の再生や林地崩壊の防止を図ります

【方向性】
①公益的機能が低下した森林の再生

病害虫の駆除や植栽、本数調整伐等の森
林整備を実施
②林地崩壊の防止

土石流や山崩れ、地すべりなど森林の崩
壊によって下流の人家などに被害を与える
恐れがある森林においては、治山ダムや
法面対策などを実施し災害の未然防止
を図る

林道整備【ポイント】
○原木生産の生産性向上を向上させるため、

原木生産のコスト低減 を図ることで、
森林所有者の森林経営に対する意欲が減
退することがないよう収益を確保し、伐
採作業の自動化・省力化等による原木生
産の生産性向上を目指す

【方向性】
○効率的な原木運搬に必要となる林内路網

等の基盤整備の促進
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交付金 【道路】農業農村整備事業 長浜園地区
（農地中間管理機構関連農地整備事業）

全体事業費 １,５１０百万円
Ｒ６補正予算額 １８２百万円
Ｒ７当初予算額 ９８百万円

【事業概要】
・長浜園地区では、農地中間管理機構関連農地整備事業として、農地の高度利用化を目指し、大区画化と区

画形状の改善、汎用化農地の造成を行っています。
・令和１０年度の完了を目標に事業を進めています。

【Ｒ７事業内容】
・区画整理工A=7.5ha
・用水路工 L=1,153ｍ
・排水路工 L=893ｍ
・道路工 L=563ｍ
・暗渠排水工A=8.5ha

【期待される整備効果】
・狭小農地の区画拡大や道路拡幅により大型機械を導入し、営農効率

の向上による経費の削減を図ります。
・高収益作物の取り組みを実現し、競争力のある持続可能な農業への

転換を促進させます。

事業進捗率（令和６年度末時点） ５８％

【事業箇所】
出雲市東園町地内

長浜園地区

【位置図】 【着手前】標準区画：12ａ

【完成】（標準区画50〜100ａ）

12a

75a

写真
撮影方向
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【位置図】

交付金 【道路】農業農村整備事業 高津屋地区
（地域防災機能増進事業）

全体事業費 ６６４百万円
Ｒ６補正予算額 ３９百万円
Ｒ７当初予算額 ５２百万円

【事業概要】
・高津屋地区では、地域防災機能を増進させる事業として、農道の落石対策工事を行っています。
・令和８年度の完了を目標に事業を進めています。

【Ｒ７事業内容】
・落石対策工（1,2,5工区）
・用地取得

【期待される整備効果】
・農道の切土法面の劣化が進み、落石が顕著となってきていますが、

落石対策を行うことで、農業輸送、一般交通の安全な通行が確保
されます。

事業進捗率（令和６年度末時点） ５５％

【事業箇所】
出雲市佐田町地内

高津屋地区

【岩接着工】

【落石防護柵設置】
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【位置図】

交付金 【道路】農業農村整備事業 所原地区
（地域防災機能増進事業）

全体事業費 ６７７百万円
Ｒ６補正予算額 １１８百万円
Ｒ７当初予算額 ３３百万円

【事業概要】
・所原地区では、地域防災機能を増進させる事業として、農道の落石対策工事を行っています。
・令和９年度の完了を目標に事業を進めています。

【Ｒ７事業内容】
・落石対策工

（６工区）
・用地取得

【期待される整備効果】
・地域防災計画上の避難路としても位置づけられている農道

の落石対策を行うことで、農業輸送、及び、一般交通の安
全な通行が確保され、農業経営、及び、住民生活の改善を
図ります。

事業進捗率（令和６年度末時点） ３５ ％

【事業箇所】
出雲市所原町地内

所原地区

【イメージ】

【落石源より滑落し完全露出した転石】

対策

落石防護柵(杭基礎50kJ) ﾎﾟｹｯﾄ式落石防護網(100kJ)

【図面】
落石防護柵（杭式）
（50kJ対応）

3
5
0
0

3
0
0
0

H =3 .0 m

ポケット式落石防護網

（100kJ対応）

ﾈ ｯ
 ﾄ 
長
=1
0.
0m
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交付金 【道路】農業農村整備事業 新中央地区
（水利施設保全高度化事業等）

全体事業費 ２,３７４百万円
Ｒ６補正予算額 ９８百万円
Ｒ７当初予算額 １０６百万円

【事業概要】
・新中央地区は、水利施設等保全高度化事業（農地集積促進型）として、施設老朽化に伴う揚水機場、

排水機場のポンプ施設の更新を行っています。
・令和１２年度の完了を目標に事業を進めています。

【Ｒ７事業内容】
･排水機場:ポンプ設備補修更新
･揚水機場:調査測量設計業務

【期待される整備効果】
・農地等への湛水被害の軽減、揚水機場、排水機場の維持管理の低減が

図られることにより、農業法人等への農地の集積が期待されます。

事業進捗率（令和６年度末時点） ４２％

【事業箇所】
出雲市斐川町黒目地内

新中央地区

斐 伊 川

　排水機場（更新）

　揚水機場（更新）

凡　　　例
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新中央排水機場黒目揚水機場

坂田上揚水機場

三分市上揚水機場

一本松揚水機場



出雲縁結び空港

網場揚水機場

新左岸排水機場

新三分市排水機場

島村排水機場

中央揚水機場

湖岸北排水機場

宍道湖

交付金 【道路】農業農村整備事業 湖岸北地区
（水利施設保全高度化事業）

全体事業費 ３,９９２百万円
Ｒ６補正予算額 ー
Ｒ７当初予算額 ２３２百万円

【事業概要】
・湖岸北地区は、水利施設等保全高度化事業（農地集積促進型）として、老朽化した揚水機場、パイプライ

ンの更新及び、老朽化した排水機場を廃止し、新たに排水機場を設置する工事を実施しています。
・令和１２年度完了を目標に事業を進めています。

【Ｒ７事業内容】
・排水機場：機場造成工
・揚水機場：調査設計業務

【期待される整備効果】
・農地等への湛水被害の軽減、揚水機場、排水機場の維持管理の低減

が図られることにより、農業法人等への農地の集積が期待されます。

事業進捗率（令和６年度末時点） １３％

【事業箇所】
出雲市斐川町黒目地内

湖岸北地区
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　排水機場（新設）

　揚水機場（更新）

　排水機場（廃止）

凡　　　例

新左岸排水機場

島村排水機場

新三分市排水機場

中央揚水機場

網場揚水機場



交付金 【道路】農業農村整備事業 斐川中央地区
（農地耕作条件改善事業）

全体事業費 ２６０百万円
Ｒ６補正予算額 ー
Ｒ７当初予算額 ２０５百万円

【事業概要】
・斐川中央地区は、農地耕作条件改善事業として、老朽化したパイプラインの更新を実施します。
・令和８年度完了を目標に事業を進めています。

【Ｒ７事業内容】
・パイプライン更新工

【期待される整備効果】
・維持管理の省力化が図られ、生産コストの低減に取り組むことで農地の集積が期待されます。

事業進捗率（令和６年度末時点） １５％

【事業箇所】
出雲市斐川町黒目地内

斐川中央地区
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パイプライン（更新）

凡　　　例

　受益地

　パイプライン（更新）

パイプライン発錆状況

パイプライン漏水状況

パイプライン発錆状況

出雲縁結び空港



交付金 【道路】農業農村整備事業 荘原新田上地区
（水利施設保全高度化事業）

全体事業費 １,７００百万円
Ｒ６補正予算額 ー
Ｒ７当初予算額 １００百万円

【事業概要】
・荘原新田上地区は、水利施設等保全高度化事業（基幹水利施設保全型）として、施設老朽化に伴う排水

機場のポンプ施設の更新を実施します。
・令和１４年度完了を目標に事業を進めています。

【Ｒ７事業内容】
・調査測量設計業務

【期待される整備効果】
・農地等への湛水被害の軽減、排水機場の維持管理の低減が期待されます。

事業進捗率（令和６年度末時点） ０ ％

【事業箇所】
出雲市斐川町荘原町地内

荘原新田上地区
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荘原新田上排水機場 新建川
R9

洪水時ポンプ

減速機

洪水時ポンプディーゼル機関

建 屋

Ｒ７新規箇所



交付金 【道路】農業農村整備事業 十間川地区
（水利施設保全高度化事業）

全体事業費 ６８０百万円
Ｒ６補正予算額 ー
Ｒ７当初予算額 ３２百万円

【事業概要】
・十間川地区は、水利施設等保全高度化事業（基幹水利施設保全型）として、施設老朽化に伴う用水路の

補修、取水ゲートの更新を実施します。
・令和１４年度完了を目標に事業を進めています。

【Ｒ７事業内容】
・調査測量設計業務

【期待される整備効果】
・施設の機能維持、安全性の確保が図られ、本地域の営農の継続や農業経営の安定化が期待されます。

事業進捗率（令和６年度末時点） ０ ％

【事業箇所】
出雲市下古志町地内

十間川地区
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実施延長 L=3,425m

劣化による漏水 摩耗による骨材浮き出し

目地材劣化に
よる継目開口

老朽化による発錆･腐食

Ｒ７新規箇所



交付金 【道路】農業農村整備事業 松原地区
（農村地域防災減災事業）

全体事業費 ５７７百万円
Ｒ６補正予算額 ４２百万円
Ｒ７当初予算額 ３９百万円

【事業概要】
・松原地区は、農村地域防災減災事業（地すべり対策事業）として、地下水排除工などを実施します。
・令和10年代前半の完了を目標に事業を進めています。

【Ｒ７事業内容】
・排土工
・吹付法枠工

【期待される整備効果】
・農地、人家等の保全により、

地域の安全・安心度の向上
が期待されます。

事業進捗率（令和６年度末時点） ３２％

【事業箇所】
出雲市本庄町地内

松原地区

49

【位置図】



【位置図】

交付金 【道路】農業農村整備事業 中ノ手地区
（農村地域防災減災事業）

全体事業費 ７８４百万円
Ｒ６補正予算額 ８０百万円
Ｒ７当初予算額 ー

【事業概要】
・中ノ手地区は、農村地域防災減災事業（地すべり対策事業）として、地下水排除工などを実施します。
・令和10年代前半の完了を目標に事業を進めています。

【Ｒ７事業内容】
・地下水排除工
・押さえ盛土工

【期待される整備効果】
・農地、人家等の保全により、地域の安全・安心度の向上が期待されます。

事業進捗率（令和６年度末時点） ６％

【事業箇所】
出雲市野郷町地内外

中ノ手地区
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交付金 【道路】農業農村整備事業 出雲管内地区
（農村地域防災減災事業）

全体事業費 ７５３百万円
Ｒ６補正予算額 ２５百万円
Ｒ７当初予算額 ー

【事業概要】
・出雲管内地区は、農村地域防災減災事業（地すべり対策事業）として、地下水排除工などを実施します。
・令和10年代前半の完了を目標に事業を進めています。

【Ｒ７事業内容】
・実施設計

【期待される整備効果】
・農地、人家等の保全により、地域の安全・安心

度の向上が期待されます。

事業進捗率（令和６年度末時点） ３％

【事業箇所】
出雲市全域

出雲管内地区
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【位置図】



【位置図】

交付金 【道路】農業農村整備事業 佐田多伎地区
（農村地域防災減災事業）

全体事業費 ４２２百万円
Ｒ６補正予算額 ５百万円
Ｒ７当初予算額 ５百万円

【事業概要】
・佐田多伎地区は、農村地域防災減災事業（地すべり対策事業）として、地すべり水路の補修や水抜きボー

リングの洗浄などを実施します。
・令和10年代前半の完了を目標に事業を進めています。

【Ｒ７事業内容】
・水抜きボーリング補修工

【期待される整備効果】
・農地、人家等の保全により、

地域の安全・安心度の向上が
期待されます。

事業進捗率（令和６年度末時点） ２６％

【事業箇所】
出雲市佐田・多伎町地内

佐田多伎地区
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交付金 【道路】農業農村整備事業 出雲第一地区
（農村地域防災減災事業）

全体事業費 ３９７百万円
Ｒ６補正予算額 ７４百万円
Ｒ７当初予算額 ー

【事業概要】
・出雲第一地区は、農村地域防災減災事業（地すべり対策事業）として、地すべり水路の補修や水抜きボー

リングの洗浄などを実施します。
・令和10年代前半の完了を目標に事業を進めています。

【Ｒ７事業内容】
・水路補修工

【期待される整備効果】
・農地、人家等の保全により、

地域の安全・安心度の向上が
期待されます。

事業進捗率（令和６年度末時点） ２０％

【事業箇所】
出雲市稗原町地内外

出雲第一地区
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【位置図】



交付金 【道路】農業農村整備事業 平田・斐川第一地区
（農村地域防災減災事業）

全体事業費 ４２２百万円
Ｒ６補正予算額 １百万円
Ｒ７当初予算額 ９百万円

【事業概要】
・平田・斐川第一地区は、農村地域防災減災事業（地すべり対策事業）として、地すべり水路の補修や

水抜きボーリングの洗浄などを実施します。
・令和10年代前半の完了を目標に事業を進めています。

【Ｒ７事業内容】
・実施設計

【期待される整備効果】
・農地、人家等の保全により、地域の安全・安心度

の向上が期待されます。

事業進捗率（令和６年度末時点） ８％

【事業箇所】
出雲市斐川町地内外

平田・斐川第一地区
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【位置図】



交付金 【道路】農業農村整備事業 鳴滝地区
（農村地域防災減災事業）

全体事業費 ３２６百万円
Ｒ６補正予算額 ７４百万円
Ｒ７当初予算額 １４０百万円

【事業概要】
・鳴滝地区では、地震時の安全確保や近年頻発している豪雨による決壊を防止するため、ため池の改修を

行っています。
・令和７年度の完了を目標に事業を進めています。

【Ｒ７事業内容】
・堤体工 1式

【期待される整備効果】
・地震や豪雨に耐えられるため池に改修することで、下流の農地は

もとより、民家や県道の安全が確保されます。
・農業用水の安定的な確保が図られます。

事業進捗率（令和６年度末時点） ２６％

【事業箇所】
出雲市斐川町地内

鳴滝地区

【現況】

【洪水吐（完成）】

鳴滝池

【位置図】
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【現況空中写真】

交付金 【道路】農業農村整備事業 大門池地区
（農村地域防災減災事業）

全体事業費 ３７１百万円
Ｒ６補正予算額 ７５百万円
Ｒ７当初予算額 １８５百万円

【事業概要】
・大門池地区では、農村地域防災減災事業（ため池整備事業）として、ため池改修を行います。
・令和８年度の完了を目標に事業を進めています。

【Ｒ７事業内容】
・堤体工 1式

【期待される整備効果】
・地震や豪雨に耐えることが出来るため池に改修することで、周囲の

農地及び民家等の安全が確保されます。
・農業用水の安定した確保が図られます。

事業進捗率（令和６年度末時点） １８％

【事業箇所】
出雲市小境町大門地内

大門池地区

【位置図】

【現況堤体状況】

斜樋
竪樋

底樋

奥屋敷大池

漏水箇所
用水路

市道

空積みブロック

分水ゲート

洪水吐
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【事業概要】
・寺田地区では、農村地域防災減災事業（ため池整備事業）として、ため池改修を行います。
・令和９年度の完了を目標に事業を進めています。

【整備前】

交付金 【道路】農業農村整備事業 寺田地区
（農村地域防災減災事業）

全体事業費 ２２０百万円
Ｒ６補正予算額 ー
Ｒ７当初予算額 ５百万円

【Ｒ７事業内容】
・用地買収補償 1式

【期待される整備効果】
・地震や豪雨に耐えることが出来るため池に改修することで、周囲の

農地及び民家等の安全が確保されます。
・農業用水の安定した確保が図られます。

事業進捗率（令和６年度末時点） ３％

【事業箇所】
出雲市斐川町直江結地内

寺田地区

【位置図】

【整備前】
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【位置図】

交付金 【道路】治山事業 水谷上地区
（復旧治山事業）

全体事業費 ９０百万円
Ｒ６補正予算額 ６０百万円
Ｒ７当初予算額 ー

【事業概要】
・水谷上地区は、復旧治山事業として、谷止工、流路工及び法枠工の整備を行っています。
・令和８年度の完了を目標に事業を進めています。

【Ｒ７事業内容】
・谷止工
・流路工

【期待される整備効果】
・復旧治山事業を実施することにより、地域の安全・安心度の向上が

期待されます。

事業進捗率（令和６年度末時点） １６％

【事業箇所】
出雲市本庄町地内

水谷上地区

【整備前】

【整備前】
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水谷上地区

流路工

谷止工



交付金 【道路】治山事業 多久地区
（地すべり防止事業）

全体事業費 ３２４百万円
Ｒ６補正予算額 ー
Ｒ７当初予算額 ５０百万円

【事業概要】
・多久地区は、林野庁所管地すべり防止事業として、斜面対策を行っています。
・令和８年度完了を目標に事業を進めています。

【Ｒ７事業内容】
・ボーリング暗渠工
・水路工
・土留工

【期待される整備効果】
・林地、人家等の保全により、地域の安全・安心度の向上が期待され

ます。

事業進捗率（令和６年度末時点） ７６％

【事業箇所】
出雲市多久町地内

多久地区

【位置図】

【完成】

【完成】

多久地区
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交付金 【道路】治山事業 報徳地区
（地すべり防止事業）

全体事業費 ４４１百万円
Ｒ６補正予算額 ー
Ｒ７当初予算額 ３５百万円

【事業概要】
・報徳地区は、林野庁所管地すべり防止事業として、斜面対策を行っています。
・令和８年度完了を目標に事業を進めています。

【Ｒ７事業内容】
・土留工
・水路工

【期待される整備効果】
・林地、人家等の保全により、地域の安全・安心度の向上が期待され

ます。

事業進捗率（令和６年度末時点） ６９％

【事業箇所】
出雲市河下町地内

報徳地区

【位置図】

【完成】

【完成】

報徳地区
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交付金 【道路】林道事業 宮本聖谷線
（県営林道整備事業）

全体事業費 ３,２７６百万円
Ｒ６補正予算額 ４０百万円
Ｒ７当初予算額 ３０百万円

【事業概要】
・林道宮本聖谷線は、森林施業の効率化及び地域住民の交通状況の

改善を目的として林道整備を実施しています。
・令和９年度完了を目標に事業を進めています。

【Ｒ７事業内容】
・林道開設（W=4.0m）

【期待される整備効果】
・森林施業の効率化及び地域住民の交通状況の改善が期待されます。
・開通すると、通行不能な県道の代替えとして利用も可能となります。

事業進捗率（令和６年度末時点） ７２％

【事業箇所】
出雲市多伎町奥田儀地内

宮本聖谷線 【完成】

【位置図】

【完成】

宮本聖谷線
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交付金 【道路】林道事業 塩津線
（県営林道整備事業）

全体事業費 １,０５０百万円
Ｒ６補正予算額 ー
Ｒ７当初予算額 １００百万円

【事業概要】
・林道塩津線は、森林施業の効率化及び地域住民の交通状況の改善を目的として林道整備を実施して

います。
・令和１０年度完了を目標に事業を進めています。

【Ｒ７事業内容】
・林道開設（W=4.0m）

【期待される整備効果】
・森林施業の効率化及び地域住民の交通状況の改善が期待されます。

事業進捗率（令和６年度末時点） ２７％

【事業箇所】
出雲市塩津町地内

塩津線

【位置図】
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【位置図】

交付金 【道路】林道事業 日御碕線
（県営林道整備事業）

全体事業費 １,０００百万円
Ｒ６補正予算額 ー
Ｒ７当初予算額 ４０百万円

【事業概要】
・林道日御碕線は、森林施業の効率化及び県道被災時の迂回路の整備を目的とした林道整備事業です。
・災害発生時の孤立解消に早期対策を講じる必要があり確実に整備を進めるため、出雲市と連携して

県が代行事業として全長約２㎞・全幅員４ｍの林道整備を令和７年度より事業着手し令和１６年度
の完了を目指します。

【Ｒ７事業内容】
・全体計画調査
・林道詳細設計

【期待される整備効果】
・森林施業の効率化及び県道被災時の日御碕地区住民の孤立解消が期待されます。

事業進捗率（令和６年度末時点） ０％

【事業箇所】
出雲市大社町日御碕地内外

日御碕線
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Ｒ７新規箇所



【位置図】

交付金 【道路】林道事業 宮本聖谷支線
（県営林業専用道整備事業）

全体事業費 ５００百万円
Ｒ６補正予算額 ー
Ｒ７当初予算額 ２０百万円

【事業概要】
・宮本聖谷支線は、原木生産の生産性向上を図るための路網整備として林道宮本聖谷線の中間付近を

起点として整備する林業専用道です。令和７年度より事業着手し令和１６年度の完了を目指します。

【Ｒ７事業内容】
・林業専用道詳細設計

【期待される整備効果】
・木材搬出を含めた森林整備の作業コスト軽減による生産性の向上が期待されます。

事業進捗率（令和６年度末時点） ０％

【事業箇所】
出雲市多伎町奥田儀地内外

宮本聖谷支線
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■ 取組事例（危機管理）
●風水害想定の「防災訓練」を実施

しています。
集中豪雨により道路冠水やがけ崩れ
等の災害が発生した場合を想定し、
実践に即した災害対応能力を向上さ
せることを目的としています。
災害協定に基づく出雲地区建設業協
会との連携や県立浜山公園指定管理
者との情報伝達訓練を行っています。

令和６年５月２３日
防災訓練（風水害想定）の様子

令和６年９月１２日
防災訓練（地震想定）の様子

●地震災害想定の「防災訓練」を実施
しています。
路面変状、がけ崩れ等の災害が発生
した状況を想定し、被災状況の情報
収集が迅速かつ円滑に実施されるか
など、実践に即した災害対応能力を
向上させることを目的としています。
災害協定に基づく出雲地区建設業協
会との連携や県立浜山公園指定管理
者との情報伝達訓練を行っています。
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■ 取組事例（危機管理）
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●土砂災害警戒区域・特別警戒区域の調査を実施
土砂災害が発生した場合に、住民等の生命又は身体に危害が生ず

るおそれがあると認められる区域を「土砂災害警戒区域（イエロー
ゾーン）・特別警戒区域（レッドゾーン）」として指定しています。

この指定に関しては、おおむね５年ごとに基礎調査を行い、見直
しや新規区域の抽出を行うこととしています。基礎調査では、地形
や土地利用の状況等を確認し、変化が認められた箇所や、高精度な
地形情報等を用いて抽出した土砂災害が発生するおそれのある箇所
等について、現地確認など詳細な調査を行います。

令和６年度

令和７年度
以降

①見直し調査

②新規区域の抽出
●令和６年９月頃より順次現地調査を行っています

私有地に立ち入る場合は調査会社が事前に土地
所有者のご了解をいただきます

調査結果に関する地元説明会
区域の指定手続き

土砂災害防止法＞２巡目調査

●斜面の下にある擁壁などの施設の効果を踏ま
えたレッド区域の見直し
●公共事業や民間開発等の状況を踏まえた

区域の見直し



■ 取組事例（危機管理）
●海岸漂着物の回収・処理

出雲県土管内の各海岸へは、毎年、台風や冬季風浪の影響
で多数のゴミが漂着します。
これらは、景観を損なうばかりでなく、安全利用の妨げに
なることから、随時回収・処分を行っています。
令和６年度は、約４０トンの漂着ゴミを処理しました。

回収前

回収・分別状況

回収後

【田儀港海岸の状況】

神戸川

差海川

キララ多伎

堀川湊原海岸

外園海岸

西浜海岸

岐久海岸
神西湖

田儀港海岸
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■ 取組事例（地域との連携・工夫）
●外園海岸では過去40年間で最大約80ｍ海浜が浸食。

そのため、平成27年度に、岐久海岸から大社漁港海岸までの養浜計画「薗の長浜土砂管理計画」を策定。
令和６年度には、田儀港外の航路浚渫工事で発生した砂約６６００ｍ3を養浜しました。
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■ 取組事例（地域との連携・工夫）
河川への船舶の係留は、洪水時に流水を妨げるほか、護岸や橋脚を損傷する恐れがあるなど、
治水上問題のある違法行為です。

堀川では、令和６年４月に下流から２１５０ｍ区間を「船舶放置禁止区域（罰則規定を伴う）」に指定し、
所有者への啓発活動及び河川法に基づく「行政指導」や「監督処分（撤去命令）」等を行ってきました。

しかし、依然8隻の船舶が係留されたたまま（R7.4.28現在）となっており、これらの船舶の行政代執行に
よる強制撤去も含め、令和７年出水期（６月２５日）までの一掃に向けて、取組を進めてまいります。

平成23年当時の堀川(係留数229隻)

簡易代執行により、
所有者不明船４隻を撤去
（R7.3.27-28)

R6.8.26

指示書の送付(対象者60名)

R6.10.1 

指示書の送付(対象者7名)

R6.10.31-11.1

弁明機会の付与通知(対象者53名)

R6.12.27

監督処分の通知(対象者45名)

R7.2.28

戒告の通知(対象者34名)

R7.3.27-28

簡易代執行(対象4隻を撤去)

R7.5下旬(※予定)

行政代執行

＜指導の経過・予定＞
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松江 24.6%

広瀬 1.7%

雲南 21.4%

仁多 1.5%出雲 8.2%

県央 14.1%

大田 3.6%

浜田 16.3%

益田 3.4%

津和野 1.9%

島後 2.5% 島前 1.0%

４．事務所別レポート数

管轄 通報件数
松江 1,328
広瀬 92
雲南 1,160
仁多 79
出雲 441
県央 761
大田 195
浜田 880
益田 182
津和野 102
島後 133
島前 55
合計 5,408

落石 8%

倒木 14%

障害物 5%

舗装 19%

道路附属物 9%
植生関連 8%

側溝・暗渠 5%

崩土 5%

その他道路

関係 20%

河川 4%

その他 3%

３．分野別レポート数

大分類　　 小分類 累計

道路 落石 461
倒木 744

障害物 275
舗装 1,017
道路附属物 461

植生関連 458
側溝・暗渠 265

崩土 278
除雪等 44
蜂巣等 13

占用物 18
道路-その他 1,033

小計 5,067
河川 201
海岸 25

港湾 7
急傾斜 3

砂防 5
その他 100
合計 5,408

■ 取組事例（地域との連携・工夫）
●「パトレポしまね」令和６年度実績（令和７年３月末現在）

異常箇所をスマホで撮って送信するだけで、担当職員に場所と状況が伝わるアプリです。
内容は落石、倒木、舗装に関する通報が多くなっています。

通報種別 通報件数
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松江

30%

広瀬

5%

雲南

1%
仁多

7%出雲

26%

県央

8%

大田

4%

浜田

9%

益田

8%

津和野

2%
隠岐

0% 島前

0%

相談の割合

0

200

400

600

800

1,000

1,200

松江 広瀬 雲南 仁多 出雲 県央 大田 浜田 益田 津和野 隠岐 島前

道路に関する相談件数（R3〜R5）

Ｒ５ Ｒ４ Ｒ３

道路のみ

松江 広瀬 雲南 仁多 出雲 県央 大田 浜田 益田 津和野 隠岐 島前

Ｒ５ 996 118 8 197 760 286 119 244 267 28 10 5

Ｒ４ 1,051 115 26 251 1,135 349 143 154 257 3 30 0

Ｒ３ 742 132 71 129 1,098 282 54 118 258 18 60 1

相談分野 件数 相談分野 松江 広瀬 雲南 仁多 出雲 県央 大田 浜田 益田 津和野 隠岐 島前

道路 3,038 道路 996 118 8 197 760 286 119 244 267 28 10 5
河川 550 河川 100 58 22 29 161 24 21 70 33 32
砂防 39 砂防 1 2 4 20 1 4 2 5
急傾斜 103 急傾斜 15 8 7 6 18 7 3 27 4 5 1 2
地すべり 49 地すべり 12 5 3 20 1 1 4 3
港湾 9 港湾 5 1 1 1 1
海岸 17 海岸 2 8 3 4
その他 35 その他 4 4 10 8 1 4 2 2
合計 3,840 合計 1,135 189 44 249 996 319 153 351 316 70 11 7

■ 取組事例（地域との連携・工夫）
●「道と川の相談ダイヤル」 令和5年度 出雲県土整備事務所管内の相談件数996件（うち道路760件）は

松江県土に次いで突出。
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建設産業の担い手確保・育成
【事業概要】

取り組むべき課題

取組を強化 ※赤字：R7新規の取組

・週休２日工事の普及、労務単価の適切な改訂 等
・幅広い層に対して、地域の守り手としての建設産業の魅力の発信を推進
・事業者・業界団体が小規模で支援施策の活用が進んでいない職種(技能者系等)があること

から、補助事業の利用要件の緩和など、支援の方法を改善
・生産性の向上のため、ＩＣＴの活用やＤＸの推進を引き続き支援
・活き活きと働き続けられる環境づくりを支援
・多様な人材確保のための取組を支援
・資格取得支援
・取組の成果を高めるため、産学官の連携を強化
・イメージマークを制作し、活用
・施工管理の社内分業化（バックオフィス）や外国人材の活用を促進 等

しまねの建設担い手の確保・育成へ向けた取組(アクションプラン)(令和5年3月作成)
＝『新３Ｋ』(給与が良い・休暇が取れる・希望が持てる)への転換

① 処遇の改善 ② 魅力・働き甲斐の向上 ③ 生産性の向上
④ 環境づくり ⑤ 人材の育成 ⑥ 経営の持続性の確保

Ｒ７予算額
１０６百万円

・建設産業は、就業者の減少や高齢化の進行により、人手不足や技術承継が大きな課題と
なっています。

⇒ 担い手の確保や育成を進めていくため、取組を強化します。
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「土木の日」イベント

■ 取組事例（建設産業の魅力発信）
【事業概要】

出雲県土ミライ☆ビルダーズ部会
 事務所の若手職員で構成する建設

産業魅力発信部会
 小学生向けの建設こども新聞「ミ

ライ☆ビルダーズ新聞」全県版を
ベースに、各県土整備事務所担当
コーナーを企画・制作

 新聞は管内全ての小学校の６年生
に配布、事務所HPでも発信

・建設産業の担い手確保に向けて、業界団体とも連携し、将来の担い手である若い世代だけ
でなく、保護者や学校関係者など幅広い層に対し、新聞配布や現場見学会、出前授業などを
実施し、地域の守り手としての建設産業の魅力を発信しています。

 地区建設業協会、国交
省、県、出雲市等が連携
し、毎年イベントを開催

 様々な催しを通じて、多
くの子供たちが「どぼく
のせかい」を体験 災害啓発(治山)模型による実演

現場見学会／出前授業（リクルート）
 地元高校生に対し、現場見学会や出前授業を実施

長浜園地区ほ場整備事業 出前授業
（協力:山陰建設工業(株)）

神門通り街路事業 現場見学会
(主催:島根県出雲地区建設業協会 )



〇ICT活用工事、BIM/CIMの取組
建設現場における情報通信技術の活用を促進し、地域建設産業の担い手不足を補い、生産性の向上を図りま
す。

ドローンによる３D測量 ３Dデータを利用した機械施工

●ＩＣＴ活用工事の推進
・島根県では、土木部所管の工事（土工、舗装工、舗装修繕工、法面工等）の
うち一定規模以上の工事におけるＩＣＴ活用工事の割合を、約５０％まで引き
上げることを目指しています。
・県で定めていない工種についても国土交通省の要領を準用できることとして
います。

３D点群データを利用した
出来形管理など

●ＩＣＴ人材育成のための支援
・発注者（県市町村職員）対象の研修（R2〜：のべ約110名参加）
・施工技術者向けの研修・セミナーの開催

（ R1〜R3  ICT土工研修：のべ約90名参加）（R4 DX体験セミナー：約170名参加）
・経営者（未経験企業）向け研修の実施（R5 県内3会場で開催：約70名参加）

（R6 県内4会場で開催：約70名参加）

●ICT建機・機器等の導入にかかる補助
令和2年度に創設した補助制度
令和6年度からは建機レンタル経費も補助対象として追加

ICT活用工事加速化事業（旧ＩＣＴ等建設産業生産性向上事業）

県事業予算 ６０百万円

補助対象者 建設事業者
測量業者・建設コンサルタント

補 助 額
補助率１／３以内

上限 ５０万円（建機レンタル）
上限１００万円（測量機器等）
上限５００万円（建機）

●BIM／CIMの取組状況
・令和元年度に試行要領を策定、年数件程度の試行を行っています。

引き続きBIM/CIM推進に向けた課題検証を行っていきます。

インフラ分野のDX（デジタル・トランスフォーメーション）

年度 補助実績
R2 24件

R3 33件

R4 58件

R5 33件

R6 37件

R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度以降

件数 実績30件 実績29件 実績48件 実績61件 実績64件 実績93件 (目標150件以上)

土木部所管
工事における
ICT活用工事
の割合

目標

約50％

工事全数
約300件
(R1想定)



〇オンラインによるリモート確認・監督（遠隔臨場システム）
受発注者の移動時間・手待ち時間の縮減、段階確認時期などを容易に設定できることにより、
業務効率の向上を図ります。

従来の確認

リモート確認

現場立会および対面式の資料確認

モバイル端末等による遠隔臨場、
オンラインによる電子データ資料の確認

R2年10月：試行開始

R3年 8月：全土木地方機関
に機器配備完了

R3年度 ：実施件数 55件/年

R5年 1月：実施に係る費用
計上を明確化

R4年度 ：実施件数 87件/年

R5年度 ：実施件数103件/年

R6年 4月：協議・打合せのみ
の利用も可とした

R6年度 ：実施件数75件/年

⇒研修等を通じて更なる利用
促進を図ります

工事及び業務における遠隔臨場による業務の効率化

移動時間・手待ち時間の縮減
（朝、夕の時間帯でも可）

段階確認・立会等

段階確認・立会等



Ｒ元年６月 ：試行運用開始
Ｒ元年度 ：実施件数：67件/年
Ｒ２年度 ：実施件数：115件/年
Ｒ３年４月 ：本格運用開始
Ｒ３年度 ：実施件数：134件/年
Ｒ４年度 ：実施件数：191件/年
Ｒ５年１０月：対象工事を拡大
Ｒ５年度 ：実施件数：288件/年
Ｒ６年４月 ：業務委託を対象にした
Ｒ６年度 ：実施件数：501件/年
⇒研修等を通じて更なる利用促進を図ります

〇受発注者間の工事データ共有システム（ＡＳＰ） Application Service Provider
・公共工事を施工・管理する上で必要な情報（図面や計算書など）を、民間サーバーを介して

受発注者間で電子的に一元管理・共有し、相互利用を図るシステムです。
・インターネット上で工事帳票の作成・提出・決裁処理を行い、協議や移動時間の削減など、

業務効率の向上を図ります。

インターネット上の
専用サイトに

アクセスして作業



＜問い合わせ先＞
項 目 役 職 氏 名 問い合わせ先※ 該当ページ
総括 業務部長 澁谷 昌宏 ５６１０ ３～５、６５～６７

道路（補修） 維持管理部長 荒木 俊輔 ５７１９ １４～２０、７０、７１

道路（改築）
土木工務
第一部長

門田 修二 ５５２１ ６～１３、３９、４０

河川・海岸（維持・管理） 維持管理部長 荒木 俊輔 ５７１９ ２６、６８～６９

河川・海岸（改修）
土木工務
第一部長

門田 修二 ５５２１ ２１～２５

港湾
土木工務
第二部長

奥野 耕治 ５６１３ ３３～３５

砂防（維持修繕） 維持管理部長 荒木 俊輔 ５７１９ ３２

砂防（改築）
土木工務
第二部長

奥野 耕治 ５６１３ ２７～３１

街路・公園
土木工務
第二部長

奥野 耕治 ５６１３ ３６、３７

農業農村 農林工務部長 来海 昭雄 ５５６１ ４０～５７

治山・林道 農林工務部長 来海 昭雄 ５５６１ ５８～６４

※ 直通電話：0853-30-〇〇〇〇（上記の4桁番号）
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